
 

 

 

「小児急性リンパ性白血病における同種移植後の非感染性呼吸器合併症の実態調査」 

 

１．研究の対象 

JACLS による初発 ALL を対象とする JACLS ALL-02 臨床試験に登録（登録期間：2002 年

4 月から 2008 年 3 月）され、移植実施後に非感染性呼吸器合併症を認めた患者さん 

 

２．研究目的・方法 

(目的) 

急性リンパ性白血病（ALL）は小児の代表的な悪性疾患であり、化学療法や支持療法の進

歩により最近の 50 年間で治療成績は大きく進歩しました。しかし、一部の患者では化学

療法に抵抗性を示し、もしくは早期に再発して、治療に大量化学療法と造血幹細胞移植

（SCT）を必要とします。ALL が治癒に至ったとしても、それらの積極的な治療に起因す

る合併症や長期的な影響が問題となっています。中でも非感染性呼吸器合併症は生命予

後・QOL を大きく影響する重要な合併症と知られていますが、その長期経過については

十分に知られていません。 

JACLS ALL-02 臨床試験に基づき治療を受けられ、その登録施設にて長期にわたりフォロ

ーアップされている患者さんの非感染性呼吸器合併症の臨床情報を収集したいと思いま

す。その合併症の病像・長期的な経過情報を調査して、今後の合併症予防と治療に有益な

情報を得ることを目的とします。 

（方法） 

情報をカルテ上から収集します（収集項目は下記） 

 

３．研究に用いる情報の種類 

基本情報（性別）疾患情報（診断日、細胞型、染色体・遺伝子検査、リスク分類、治療終了

日、再発の有無）、移植の前処置、移植施行日、Graft versus host disease (GVHD)の有無

（Grade）、移植早期肺合併症、最終観察時点での転帰（生存、死亡、その他） 

合併症発症年月、PS、Karnofsky/Lansky Score、慢性咳嗽症状、呼吸機能検査結果、CT

検査での病変の有無、呼吸器合併症に対する治療（免疫抑制剤、在宅酸素療法、肺移植） 

 

 

 

 



 

 

４．外部への試料・情報の提供 

当院と研究事務局とのデータのやりとりは電子的配信を用いて行います。提供されたデー

タは、本試験に参加する全ての研究者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、

当院の研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

日本小児白血病研究会（JACLS） 

移植委員会（委員長：愛媛県立中央病院 小児科 永井功造） 

高橋 義行 名古屋大学大学院医学系研究科 小児科学 

吉田 奈央 愛知医療センター名古屋第一病院 小児科 

藤野 寿典 大阪赤十字病院 小児科 

植村 優  兵庫県立こども病院 血液腫瘍内科 

安井 昌博 北九州市立八幡病院小児総合医療センター 

      血液・腫瘍科 

ALL 委員会（委員長：大分大学医学部 小児医学 末延聡一） 

矢野 未央 京都市立病院 小児科 

石田 悠志 岡山大学医学部附属病院 小児科  

西 眞範  佐賀大学医学部附属病院 小児科 

 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

宮城県仙台市青葉区落合 4 丁目 3-17 宮城県立こども病院血液腫瘍科 

電話：022-391-5111（代表） 

研究責任者：血液腫瘍科・科長  佐藤篤 

 

研究代表者：愛媛県立中央病院  

小児科 医監部長 永井 功造 

 


